


動
訟
園
野
球
場
に
訪
れ
た
大
勢
の
観
客
を
湧
か
す
!

忽
ち
ゃ
九
爆
g
R
ト
ー
ク
で
豊
百
と
一
仙
に
川
口

タ
レ
ン
ト
の
萩
本
欽

一
さ
ん
率
い

る
社
会
人
野
球
の
ク
ラ
ブ
チ

l
ム

「茨
城
ゴ
ー
ル
デ
ン
ゴ
!
ル
ズ
」
対

官甲
山
ベ
ー
ス
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
エ
キ

シ
ビ
シ
ョ
ン
マ
ッ
チ
が
、

5
月
3
日、

桃
山
運
動
公
園
野
球
場
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
昨
年
7
月
に
開
催
さ
れ
た
女

子
野
球
世
界
大
会
の
決
勝
戦
を
上
回

る
7
3
1
3
人
の
観
客
が
詰
め
か
け
、

好
天
の
下
、
欽
ち
ゃ
ん
の
マ
イ
ク
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
織
り
交
ぜ
た
ひ
と

味
違
う
野
球
観
戦
を
楽
し
み
ま
し
た
。

じ
っ
。
娘
心

m
M
G
来
と
く
れ
と

窃
り
が
と
う

f

始球式は霊気楼旋風の村椿さんと

漂崎市長がパッテリーを組んだ。



一読
告
は
富
山
B
C
が
逆
留
で
勝
闘
1
・

一蹴
ち
ゃ
九
球
団
・
茨
峨
G
G
は
対
外
競
告
初
黒
星

計
一
Q
U
A『

試
合
は
茨
城
G
G
が
先
制
、
中
盤
ま
で
は
両
チ

l

9
一

an斗

4
1

ム
の
ピ

ッ
チ
ャ
ー
が
好
投
し
接
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、

n
u
n
U
5回
に
富
山

B
C
の
打
線
が
爆
発
、

一
挙

4
点
を
挙

4
1
4
1

げ
逆
転

富

山

B
C
は
9
回
に
も

4
点
を
追
加
し
試

n
u
n
u

合
を
決
め
ま
し
た
。

d
，

nu

ま

た

こ

の

試
合
で
は

2
回
に
茨
城
G
G
唯

一
の

n
υ
n
u
女
性
選
手
の
片
岡
安
祐
美
さ
ん
が
代
打
で
出
場
。
昨

n
u
n
U

年
の
女
子
野
球
世
界
大
会
の
代
表
メ
ン
バ

ー
だ
っ
た

n
U
4
1

彼
女
が
バ
ッ
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス

n
u
f
l

に
立
つ
と
ひ
と
き
わ
大
き
な

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

試
合
に
勝
っ
た
富
山

B
C

の
選
手
は

「
こ
ん
な
に
大
勢

の
み
な
さ
ん
の
前
で
試
合
で

き
て
嬉
し
か
っ
た
。」

と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
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「
負
け
た
の
は
初
め
て
。
悲
し
く
て
涙
が
ポ
ロ
ッ

と
出
ち
ゃ
っ
た
。
な
ん
で
そ
う
な
る
の
。」

と
試

合
後
、
欽
ち
ゃ
ん
は
大
勢
の
報
道
陣
に
固
ま
れ
て

そ
う
話
す
と
、

「
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
終
わ
れ
な
い
ね
。

も
う

一
度
試
合
が
し
た
く
な
っ
た
。」

と
再
戦
へ

の
意
欲
も
見
せ
て
い
ま
し
た
。
会
見
後
、
サ
イ
ン

会
を
開
き
、
長
い
列
が
で
き
ま
し
た
が
、

一
人
ひ

と
り
と
握
手
を
交
わ
す
な
ど
丁
寧
に
応
じ
た
欽
ち
ゃ

ん、

「
魚
津
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と
う
!
」
の
二一

葉
を
残
し
て
球
場
を
後
に
し
ま
し
た
。

銀
ち
ゃ
九

『
魚
津
の
朝
市
」
に
事
登
場

欽
ち
ゃ
ん
は
試
合
前
に
「
魚
津
の
朝
市

G
W
特
別
開
催
」
の
会
場
に
登
場
。
待
ち

か
ね
て
い
た
大
勢
の
フ
ァ
ン
に
も
み
く
ち
ゃ

に
さ
れ
な
が
ら
、
朝
市
の
様
子
を
見
て
回

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
「
セ
リ
人
」
の
帽
子
を
か
ぶ
っ

て
ス
テ
ー
ジ
に
登
場
し
、
捕
れ
た
て
の
ホ

タ
ル
イ
カ
や
ハ
タ
ハ
タ
な
ど
を
セ
リ
に
か

け
、
競
り
落
と
し
た
人
と
記
念
撮
影
。
ま

た
、
セ
リ
の
値
段

1.

が
逆
に
下
が
る

戸

と

「
ど
う
し
て

山

そ
'
つ
い
v

つ
こ
と

悶

す
る
の
か
な
!
」
官

と
お
得
意
の
ユ

l
副

モ
ア
あ
ふ
れ
る

ω

ト

l
ク
で
会
場

叩

を
楽
し
ま
せ
て

く
れ
ま
し
た
o

m

ザ)}、



魚
津
市
の
財
政
状
況
(
予
算
の

執
行
状
況
〉
が
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
を
、
年
に

2
回

(
6
月

と
ロ
月
)
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

平
成
打
年
3
月
訂
日
現
在
の

平
成
凶
年
度
予
算
執
行
状
況
を

表
に
ま
と
め
ま
し
た
。

※
こ
の
数
字
が
、
平
成
同
年
度
の
決
算
額

と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

(
万
円
未
満
四
捨
五
入
)

趨藍輔E選謡選
支出済額 |支出割合

万円| 引

36i意6，615I 83.5 

33億 3，120I 99.4 

24億~ 8，954 I 93.7 

12億 8，991I 50.0 

201.意8，417I 86.8 

71:意1，335I 61.1 

8億7，828I 98.8 

5億 4，713I 90.9 

8億 3，822I 81.7 

分 予算額

万円

43億 9，209

33億 4，999

26億 5，571

251，意7，802

24i意0，201

11億 6，812

8億 8，884

6億 0，220

10億~ 2，652 

区

民生費

公債費

総務費

土木費

教育費

農林水産業費

商工費

衛生費

その他

収入済額 |収入割合

% 

98.0 

104.1 

67.7 

92.4 

54.8 

106.5 

97.0 

94.2 

96.7 

91.1 

万円

60億 4，824

38億 0，863

21億 5，580

12億 0，100

6イ意3，293 
5億 1，098

4億 4，116

3億 1，482

22億 4，772

173億 6，128

万円

61億 7，124

36億:5，747 

3H意8，650

12イ意 9，961 

111:意5，489
4億 8，000

4億 5，487

3i意3，420

市税

地方交付税

市債

国庫支出金

県支出金

地方消費税交付金

分担金及び負担金

使用料及び手数料

その他I23億 2，472

計 1190億 6，350

予算額区分

借入額

15億円

15億円

会計区分

般

E十

/ 市債の状;
総額(一般会計)169億 4，357万円

市民 1人当り 36万2，104円

平成 15'""'-'16年度の予算で

新しい図書館が完成しました。

区分

縁故債

土木債

臨時財政対策債

教育債

減税補てん債

その他

ム
口

税の負担f.
市民 1人当リ(法人含む)

12万 9，258円

固定資産税

76，141円/人
市民税

42，737円/人
市たばこ税

6，489円/人
軽自動車税

1，701円/人
その他

2，190円/人

借入額

42億 1，285万円

39億 2，274万円

23億 2，728万円

19億 3，323万円

16億 3，801万円

29億 0，946万円

予算額
執行状況

収入済額収入割合支出済額 支出割合

万円 万円 % 万円 % 

下水道事業 27億 0，495 10億 4，044 38.5 24億 6，288 91.1 

農業集落排水事業 7億 5，144 4億 1，996 55.9 6億 7，949 90.4 

簡易水道事業 1億 9，831 1億 0，876 54.8 1億 6，804 84.7 

国民健康保険事業 35億 5，644 34億 3，685 96.6 33億 5，154 94.2 

老人保健医療事業 51億 2，428 47億 7，466 93.2 48億 0，953 93.9 

介護保険事業 34億 0，436 27億 7，378 81.5 30億 7，692 90.4 

水族館事業 1億 8，117 7，798 43.0 1億 6，713 92.3 

C A T V 事業 5億 7，606 5億 1，107 88.7 5億 1，257 89.0 

合計 164億 9，701 131億 4，350 79.7 152億 2，810 92.3 

会計区分



こ
の
道
一
筋
に
長
年
努
力
さ
れ
、

大
き

な
功
績
を
残
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
が
、
こ

の
た
び
受
章
さ
れ
ま
し
た
の
で
ご

紹
介
い

た
し
ま
す
。

J
h
.

、
、、Jノ

古

歳ワー

一

け
精

木
斗
叶
J

l
z
tq，
 

引

は

前
魚
津
市
長
。
昭
和
初
年
に
当
時
の
魚

津
町
役
場
に
入
り
、
収
入
役
、
助
役
を
経

て
平
成
4
年
か
ら

3
期
ロ
年
に
渡
っ
て
市

長
を
務
め
ら
れ
た
。
職
員
時
代
も
含
め
る

と
通
算
印
年
間
行
政
に
携
わ
り
、
市
勢
発

展
に
尽
く
さ
れ
た
。

，、也

、BJノ

ι
山
城

彦

け

げ
ハ
ド
'
「
1

1
ナ

虹判明

伽

一附

元
魚
津
市
民
生

・
児
童
委
員
協
議
会
長
。

昭
和
臼
年
か
ら

M
年
間
民
生

・
児
童
委
員

を
務
め
ら
れ
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年
寄

り
の
見
守
り
活
動
な
ど
を
通
し
て
健
全
で

明
る
い
地
域
.
つ
く
り
に
貢
献
さ
れ
た
。

市
@
台
盟
国
倍野市棋

A

一(常

任

・

特

別

委

員

会

委

員

。
は
委
員
長
、

O
は
副
委
員
長
(
敬
称
略
)

5
月
ロ
日
に
開

魚
津
市
議
会
臨
時
会
は
、

か
れ
ま
し
た
。

魚
津
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
き

同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て
な
ど

3
議
案

に
つ
い
て
可
決

・
承
認
し
、
正

・
副
議
長
の

選
挙
と
各
常
任
委
員
会
等
の
委
員
を
選
任
し

ま
し
た
。

議

決

れ

た

案

さ

同
意
案
件

・
魚
津
公
平
委
員
会
の
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

中
川
正
昭
氏
(
駅
前
新
町
)
の
選
任
に
同
意
。

専
決
報
告

・
平
成
凶
年
度
魚
津
市
一
般
会
計
補
正
予
算

・
魚
津
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

議

こ
の
た
び
、

議
員
各
位
の
ご
推

挙
に
よ
り
ま
し
て
、

正

・
副
議
長

の
要
職
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、

職
責
の

重
大
さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

地
方
を
取
り
巻
く
財
政
は
ま
す

ま
す
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
が
、

市
勢
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上

に
誠
心
誠
意
努
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
は
今
後
と
も
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任

の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

島
E
H匹

。
綾
坂
飛
世
虞
田
朝
野

呈
昭
弘

O
菊
池

達

虞

悦

雄

梅

原

健

治

俊

成

島

津

佳

世

子

幹
子

件

語 。
菊河飛竹
=・池崎世内

。ra @ 
浜寺下Eヨ田綾山康
=・多崎司Eヨ中坂本田

E 
o 

山浦梅
崎崎原

昌将健
弘隆治

進悦
雄
直
通
達
贋回目

俊
成

O
久
保
田
満
宏

弘

吉

朝

野

彰

二

昭

弘

朝

野

幹

子

光
幸
国
自
国

孝
志

O
島
津
佳
世
子

孝

洋

清

水

修

三

弘

之

中

田

尚

品
闘
回
叫
』
園

O
山

本

弘

吉

虞

田

俊

成

竹

内

進

。
中

田

尚

久
保
田
満
宏

綾

坂

昭

弘

浜

多

弘

之

。
河
崎
下
司
朝
野
朝
野

直
通
孝
志

U

彰
二
幹
子

O
寺
崎
菊
池
清
水

修達孝
三虞洋

匠

首

。
浦
崎

将

隆

梅

原

健

治

山
崎

昌
弘

EUZ 
O
飛
世

悦

雄

島
津
佳
世
子

田

中

光

幸

医
院
佐
佐

E

E

E

。
清
水

修

三

O
菊
池

達

贋

議
長
を
除
く
議
員
全
員
で
構
成

院

酌

。
島
津
佳
世
子

久
保
田
満
宏

虞

田

俊

成

浜

多

弘

之

0 
下飛寺
司世崎

孝
洋
悦
雄
孝
志

同

.:a:. 

恵、

件

案

V
魚
津
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

朝
野
幹
子
氏
(
東
町
)

の
選
任
に
同
意
。

6
日
開

日
日
何

日
日

ω

日
日
附

定
例
会
開
会

代
表

・
一
般
質
問

一
般
質
問

民
生
消
防
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

総
務
文
教
委
員
会

討
論
採
決

20 16 
日日
(月)(木)



「
魚
津
産
の
木
材
」
を
使
用
し
た
個
人
住
宅
建
設
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
地
域
の
気
候
や
風
土
に
適

し
た

「う
お
づ
の
木」

を
使
用
し
た
、

良
質
な
木
造
住
宅
建
設
を
促
進
す
る
こ

と
で
、

「住
む
人
の
心
と
か
ら
だ
に
よ

い
家
づ
く
り
」
と
地
域
産
業
の
活
性
化

に
役
立

つ
こ
と
を
目
的
に
、
補
助
制
度

を
設
け
ま
し
た
。

①

1
戸
建
て
の
木
造
住
宅
(
庖
舗
併
用
住
宅
を
含
む
)
お
よ
び

そ
の
附
属
建
物
(
車
庫

・
納
屋
)
で
あ
る
こ
と
。

②
市
内
で
自
ら
居
住
す
る
た
め
新
築

・
増
改
築
す
る
も
の
で
、

魚
津
産
木
材
を
5
3
m
以
上
使
用
す
る
こ
と
。

③
建
築
士
が
設
計
し
た
建
物
で
あ
る
こ
と
。

l
件
当
り
の
補
助
金
額
は
、
魚
津
産
木
材
の
使
用
量
に

よ

っ
て
次
の
通
り
で
す
。

(
住
宅
と
附
属
屋
を
建
て
る
場
合
は

1
件
と
扱
い
ま
す
)

05.0 rrf以上---7.5rrf未満

・・・ 10万円

07.5rrf以上---10rrf未満

・・・ 15万円

• • • 20万円

大さらに、 建築主が市外から

転入してくる場合は・ .. 

010rrf以上

補助金額を

1件につき 10万円

プラスします!

⑥⑤  
補書建
助 類物
金 をの
の ← 提宮

芸 出益
支時
口に
摩必
恢要
J入 L

~ 、 lφ

①

工
事
前
に
補
助
金
申
請
書

を
提
出

‘ーー

②
申
請
書
受
付
・
審
査

④ ③  
現可市
場否か
の とら
← 翠 ← 金品
。 額圭主

との 2
検通?
査知ご

父

付
の

申請時に必要な書類

.建築主の住民票

・魚津市産の木材の使用箇所

を明らかにした平面図等

-魚津市産の木材使用計算書

.魚津市産材伐採証明書

完成後に必要な書類

.うおづの木利用促進事業補

助金実績報告書

-木工事完成時の写真

.途中の写真

・魚津市産材の出荷証明書

.補助金請求書

V
詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

都
市
計
画
課
建
築
住
宅
係

(
市
役
所
3
階
)

岱
お

・
1
0
3
1



め
M
魚
津
市
職
員
を

J
内
v
、

募
集
し
衰
一必ず

受
験
資
格
・
・・
昭
和

M
年

4
月
2
日
か
ら
昭
和
印
年

4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
卒
業
程
度
の
学

力
を
有
す
る
人
。

受
験
資
格
・・・
昭
和

M
年

4
月
2
日
カ
ら
昭
和
印
年

4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
保
健
師
の
免
許
を
有

す
る
人
又
は
平
成
凶
年
実
施
の

2
該
国
家
試
験

に
合
格
す
る
見
込
み
の
人
。

一大
採
用
は
平
成
句
年
4
月
を
予
定

一申
込
み
期
限

一

6
月
刊
日
幽
午
後
5
時
日
分

【必
着
】

一第
1
次
試
験
日

7
月
刊
日
目

L

※
申
込
み
方
法

・
試
験
方
法
等
、
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
魚
津
市
ホ
!
ム
ぺ

l
ジ
『
江
口
一¥
¥
老
若
者
・
日
け
可
戸
O
N
F

S
E旨
ど
り
¥
に
も
募
集
要
項
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

(申
込
み
用
紙

・
受
験
票
が
ダ
ウ
ン
ロ

l
ド
で
き
ま
す
の

で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
)

V
申
込
み
用
紙
請
求
・
申
込
み
及
び
問
合
せ
先

魚
津
市
企
画
総
務
部
総
務
課
職
員
係
(
市
役
所
2
階
)

一T
9
3
7
・8
5
5
5

魚
津
市
釈
迦
堂
一

丁
目
印
番
l
号

8
0
7
6
5
・
幻

・
1
0
2
0

m
a
g包一
ω
O
戸

g
c
@
2
q・
5
N己
・釘
・
忌

臨

長

町

長

蛇

肱

E
E
t
E

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
特
別
弔
慰
金

(第
/
回
特
別
弔

慰
金
)
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

平
成
打
年

4
月

1
日
に
お
い
て
、
思
給
法
に
よ
る
公
務
扶
助

料
や
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
を
受

け
る
方
(戦
没
者
等
の
妻
や
父
母
〉
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
遺

族
の
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。
(
次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
遺

族
の
方
1
名
の
み
。
請
求
期
間
は
平
成
初
年
3
月
幻
日
ま
で
)

ー

・
平
成
げ
年

4
月
1
日
ま
で
に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方

2
・
戦
没
者
等
の
子

3
・
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た
①
父
母

②
孫

③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

4
・
右
記

3
以
外
の
①
父
母

②
孫

③
祖
父
母

④
兄
弟
姉
妹

5
・
右
記
ー
か
ら

4
以
外
の
三
親
等
内
の
親
族

支
給
内
容

額
面

ω万
円
、
日
年
償
還
の
記
名
国
債

請
求
窓
口

市
社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係

市
役
所
l
階
⑥
番
窓
口

岱
ね

・
1
0
0
5

V
問
合
せ
先

富
山
県
厚
生
企
画
課
思
給
援
護
係

官
0
7
6
・
4
4
4
・
3
1
9
9

回
闘
開
閉
醐
悶
悶
闘
悶
悶
悶
悶
悶
悶
闘
回
目
闘
闘
闘
凶
幽

先
の
大
戦
で
戦
地
等
に
派
遣
さ
れ
戦
時
衛
生
勤
務
に
服
さ
れ

た

「
旧
日
本
赤
十
字
社
救
護
看
護
婦
」
、
「
旧
陸
海
軍
従
軍
看
護

婦
」
の
方
々

(慰
労
給
付
金
受
給
者
を
除
く
)
に
対
し
て
、
そ
の
労

苦
に
報
い
る
た
め
内
閣
総
理
大
臣
名
の
書
状
を
贈
呈
し
て
い
ま

す
。
本
人
ま
た
は
家
族
な
ど
か
ら
の
ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
(
請
求
期
間
は
平
成
問
年

3
月
幻
日
ま
で
)

請
求
用
紙
は
、
社
会
福
祉
課
福
祉
保
護
係
(市
役
所
1
階
⑥
番

窓
口

8
n
・
1
0
0
5
)
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

V
問
合
せ
先

総
務
省
大
臣
官
房
管
理
室

う
お
づ
@
本
を
健
司
d

て
窃
審
議
τ86tん
か

日号。

ωω
司
認
ヨ
辺
当
日

8
0
3
・5
2
5
3
・5
1
8
2

《平
成
口
年
3
月
末
現
在
の
状
況
で
す
》

業務の状;
・給水人口 38，127人

(前年度同期比+53人)

・給水栓数 13，384栓

(前年度同期比+237栓)

・給水量 381万 1，198m3 

(前年度同期比

+8万4，453ni) 

内容

給水収益など

維持管理費など

執行額

6億 3，153万円

5億 0，094万円

-資本収支の円

予算額

6億 1，276万円

5億 9，016万円

区

収

支

《繰越分含む》

内容

企業債など

改良工事費など

執行額

1億 6，220万円

3億 7，784万円

予算額

1億 6，711万円

3億 9，203万円

」

分

入

出

区

収

支

|収益的収支|・・・水道事業活動による収支で、支出には水道事業の

維持管理費、支払利息などがあります。

|資本的収支|…水道施設の拡張、改良をするための収支で支出に

は建設改良費、企業債償還金などがあります。



市
民
の
ひ
ろ
ば
は
、
み
な
さ
ん
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
ペ

l
ジ
で
す
。

各
コ
ー
ナ
ー
に
出
て
い
た
だ
け
る
人
や
グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

昨
年

3
月
に
始
ま
っ
た
う
お
づ

総
体
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
。
様
々
な

教
室
が
開
催
さ
れ
、
多
く
の
み
な

さ
ん
が
、
健
康
増
進
な
ど
を
目
的

に
参
加
し
て
い
ま
す
。
要
望
が
多

か
っ
た

「太
極
拳
」
の
教
室
が
先

月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

講
師
を
務
め
る
の
が
太
極
拳
を

始
め
て

9
年
に
な
る
堀
内
静
子
さ

ん
。
「
太
極
拳
を
始
め
た
き
っ
か

け
は
健
康
の
た
め
。
私
は
球
技
は

得
意
で
は
な
い
し
、
激
し
い
運
動

も
苦
手
だ
っ
た
の
で
ゆ
っ
た
り
と

し
た
動
き
の
太
極
拳
な
ら
で
き
る

か
な
?
と
い
う
の
が
そ
も
そ
も

の
始
ま
り
で
し
た
。
今
回
、
こ
う

や
っ
て
人
に
教
え
る
の
は
初
め
て

の
こ
と
で
な
か
な
か
難
し
い
こ
と

も
多
い
で
す
ね
。」

と
素
直
な
感

想
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

りに太極拳はいかが?健康づく

魚津総体スポーツクラブ太極拳講師

静子さん堀内

情
報
広
報
課

8
n
・
1
0
1
5
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

象
謹
っ
Z-e

6
年
生

τ乞・よ
ロ，
野ふ

ひ
か
る光
く
ん

‘、

ぼ
く
は
今
、
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
に
入
っ
て
い
ま
す
。
卒
業
す

る
ま
で

一
度
で
い
い
か
ら
、
優
勝

し
た
い
と
思
い
、

一
生
懸
命
練
習

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
ん
な

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
プ
ロ
野
球

選
手
に
な
る
こ
と
で
す
。
タ
イ
ト

5
年
生

千せ
ん

回だ

事
a

t

N

真
旺
さ
ん

私
の
夢
は
、
み
ん
な
に
喜
ん
で

も
ら
え
る
料
理
人
に
な
る
こ
と
で

す
。
低
学
年
の
時
、
家
で
私
が
作
っ

た
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
エ
ッ
グ
を
友
達

に
食
べ
て
も
ら
っ
た
ら
、
み
ん
な

が
喜
ん
で
く
れ
て
と
て
も
う
れ
し

か
っ
た
で
す
。

sv
ヌ
ト

i
り
l

ル
を
た
く
さ
ん
取
っ
て
、
大
リ
ー

グ
で
活
躍
で
き
る
よ
う
な
選
手
に

な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
イ
チ

ロ
ー
さ
ん
の
よ
う
に
、
日
本
の
人
々

に
勇
気
を
与
え
る
よ
う
な
プ
レ
ー

が
で
き
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

野
球
選
手
を
引
退
し
た
後
も
、

野
球
関
係
の
仕
事
に
つ
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ス
ポ
ー

ツ
記
者
や
野
球
解
説
者
な
ど
で
す
。

そ
れ
ほ
ど
野
球
が
大
好
き
な
の
で

す
。
一

生
、
野
球
と
関
わ
っ
て
い

け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

あ
る
時
、
こ
の
た
ま
ご
の
中
に
カ

レ
l
粉
や
チ

l
ズ
を
入
れ
た
ら
ど

う
な
る
か
と
思
っ
て
や
っ
て
み
る

と
、
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。

お
母
さ
ん
に
話
す
と
、
び
っ
く
り

し
て
い
ま
し
た
。
今
は
テ
レ
ビ
の

料
理
番
組
を
見
て
作
っ
て
み
た
く

な
っ
た
ら
、
お
母
さ
ん
と
い
っ
し
ょ

に
作
っ
て
い
ま
す
。

大
き
く
な
っ
た
ら
、
私
の
作
っ

た
い
ろ
い
ろ
な
料
理
を
た
く
さ
ん

の
人
に

「
お
い
し
い
ね
。」

と
喜

ん
で
も
ら
え
る
料
理
人
に
な
り
た

い
で
す
。



新
田

出木

一
さ
ん
筋
歳

太
極
拳
は
そ
の
ゆ
っ
た
り
と
し

た
動
き
と
は
裏
腹
に
な
か
な
か
体

力
を
使
う
も
の
。
こ
の
日
も
受
講

者
の
み
な
さ
ん
は
汗
び
っ
し
ょ
り

に
な
っ
て

『
型
』
の
練
習
に
励
ん

で
い
ま
し
た
。

「太
極
拳
の
魅
力
は
、
ダ
イ

エ
ッ

ト
や
健
康
増
進
と
い
っ

た
効
果
が

あ
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す

が
、
独
特
の
緊
張
感
や

『
型
』
を

上
手
に
こ
な
せ
た
時
の
達
成
感
は

た
ま
ら
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

子
ど
も
向
け
の

「
ジ
ュ

ニ
ア
』
と

い
っ
た
型
も
あ
り
ま
す
し
、
そ
う

い
っ
た
意
味
で
は
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年
齢
の
み
な

さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
ス

ポ
l
ツ
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。」

と
諮
る
堀
内
さ
ん
。
今
回
講
師
を

務
め
る
こ
と
に
し
た
の
は

「
自
分

が
身
に
つ
け
た
こ
と
を
人
に
教
え

る
こ
と
も
大
事
だ
よ
。」

と
い
う

先
生
の
教
え
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と

か
。
「
教
え
な
が
ら
も
あ
ら
た
め

て
気
づ
く
点
も
多
い
ん
で
す
。
太

極
拳
は
奥
が
深
い
で
す
ね
。」

と

い
き
い
き
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

年
齢
を
問
わ
ず
、
誰
も
が
楽
し

め
る
太
極
拳
。
み
な
さ
ん
も
始
め

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
o

vお
問
合
せ
・
申
込
み
は
・
・
・

う
お
づ
総
体
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ

-

(魚
津
市
総
合
体
育
館
内
)

8
n
・1
2
6
3

中央通り名届街で雑貨庖や建材屋の庖

長として働いていた新田さんは、現在趣

味に意欲を燃やす毎日をすごしておられ

ます。最近はパークゴルフやペタンクの

大会に参加したり、水中エアロビクスや

詩吟の教室に通うことを楽しんでいらっ

しゃいます。「体を動かしとったら元気

でおられっし、何より友達と会えるのが

楽しいがいちゃ」とのこと。

そんな新田さんのもう一つの楽しみが、

草花を育てること。ご自宅の庭や屋上に

ずらリと並んだ鉢植えには、もみじゃ蘭、

藤などが咲き誇っています。「生きもの

ゃから、世話はやっぱり大変やちゃね」

と言いながら、本当にいきいきと楽しそ

うな新田さん。この草花たちは、新田さ

んのお日様のような愛情によって美しく

咲くのかもしれませんね。

帝
国
側
@
ひ
る
ぽ

ぜ
ひ

一
度
「学
び
の
森
」
ヘ

お
こ
し
く
だ
さ
い

戸主五つ"¥
¥焼事皇家
感む官ま1ま

新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館
職
員

朝
倉

市
民
の
t
一涯
学
習
施
設
と
し
て

定
着
し
た
新
川
学
び
の
森
天
神
山

交
流
館
。
朝
倉
さ
ん
は
洗
足
学
園

の
時
代
か
ら
含
め
る
と
お
年
も
の

間
こ
ち
ら
に
通
っ
て
い
ま
す
。

「
最
近
で
は
利
用
者
の
み
な
さ
ん

と
も
顔
な
じ
み
に
な
り
ま
し
て
ね
。

バ
ン
ド
の
練
習
に
来
る
若
者
な
ん

か
も
多
い
ん
で
す
よ
。」

と
語
る

朝
倉
さ
ん
。

魚
津
市
の
印
象
を
尋
ね
て
み
る

と
、
「
黒
部
か
ら
見
る
と
魚
津
は

ミ
ラ
ー
ジ
ュ
ラ
ン
ド
や
水
族
館
と

い
っ
た
県
内
で
は
唯

一
の
施
設
が

あ
っ
て
う
ら
や
ま
し
い
で
す
。
ま

た
市
民
大
学
を
た
ち
あ
げ
た
り
、

伝
統
的
な
祭
り
が
あ
る
な
ど
住
ん

で
い
る
人
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
町

勝
則

さ
ん

(黒
部
市
在
住
)

一
だ
と
思
い
ま
す
。」

と
い
う
答
え

一
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。

一

「
学
び
の
森
は
開
館
し
て

3
年

一
た
ち
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん

一
の
み
な
ら
ず
、
夏
休
み
に
は
県
外

一
か
ら
も
吹
奏
楽
の
合
宿
な
ど
に
利

一
周
さ
れ
て
、
み
な
さ
ん
か
ら

『
愛

一
さ
れ
る
施
設
』
と
し
て
育
っ
て
来

一
ま
し
た
。

6
月
日
日
に
は
こ
れ
ま

一
で
の
感
謝
の
気
持
ち
を
込
め
て

3

一
周
年
の
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま

一
す
。
学
び
の
森
は
元
々
は
洗
足
学

一
園
の
校
舎
で
し
た
か
ら
音
楽
の
練

一
習
に
は
も
っ
て
こ
い
の
施
設
で
す
。

一
初
心
者
向
け
の
音
楽
教
室
も
開
催

一
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
、

一
ぜ
ひ

一
度
学
び
の
森
に
足
を
運
ん

一
で
く
だ
さ
い
。」

6
月
印
日
は

「学
び
の
森
」感
謝
祭
で
す
!

詳
し
く
は
折
込
み
チ
ラ

シ

を
見
て
く
だ
さ
い
ね
。
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青
白
く
光
る
ホ
タ
ル
イ
カ
を
表
現

書
家
の
大
平
さ
ん
が
作
品
を
寄
贈

5
月
6
日
、
朝
日
町
出
身
で
書
家
の
大
平

匡
昭
さ
ん
が
、
図
書
館
の
開
館
を
記
念
し
て

作
品
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
作
品
は
魚
津
の

三
大
奇
観
の
ひ
と
つ
で
あ
る

「
ホ
タ
ル
イ
カ
」

を
題
材
に
詠
ま
れ
た
歌
で
、
大
平
さ
ん
の
高

校
時
代
の
同
級
生
で
あ
る
津
崎
市
長
の
依
頼

で
書
か
れ
た
も
の
。
歌
は
昭
和
臼
年
の
宮
中

歌
会
始
め
の
選
歌
で
、
新
潟
県
の
故
畑
山
正

隆
さ
ん
の
歌

「
蛍
い
か
魚
津
の
海
に
ひ
し
め

き
て
星
な
き
夜
の
う
ね
り
明
る
し
」
を
、
ホ

タ
ル
イ
カ
の
青
白
く
光
る
様
子
を
思
い
浮
か

べ
る
よ
う
に
と
青

っ
ぽ
い
墨
を
使
用
し
て
表

現
し
た
と
の
こ
と
で
す
。
(作
品
は
図
書
館
2

階
の
ロ
ビ

l
に
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。
)

知
事
と
話
そ
う
魚
津
の
こ
と

石
井
知
事
の
「
ふ
れ
あ
い
対
話
」

5
月
日
日
、
石
井
知
事
の
ふ
れ
あ
い
対
話

が
市
内
で
行
わ
れ
、
社
会
に
学
ぶ
凶
歳
の
挑

戦
に
取
り
組
む
東
部
中
学
校
、
サ
ケ
の
稚
魚

放
流
や
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い
る
鴨
川
、
森

の
ゆ
め
市
民
大
学
を
実
施
し
て
い
る
新
川
学

び
の
森
天
神
山
交
流
館
を
訪
れ
、
住
民
の
み

な
さ
ん
か
ら
活
動
内
容
な
ど
を
直
接
聴
き
取

れ
ノ
土
a
I
レゃん
。

こ
の
う
ち
鴨
川
の
視
察
で
は

「
鴨
川
に
も

サ
ケ
を
呼
ぶ
会
」
の
み
な
さ
ん
と
共
に
川
沿

い
を
歩
き
な
が
ら
現
状
を
聴
き
取
り
、
ま
た
、

餌
指
公
園
で
は
村
木
小
学
校
の
子
ど
も
た
ち

と

一
緒
に
清
掃
活
動
内
容
等
の
発
表
を
興
味

深
く
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

mω
 

白
川
U

5
月

8
日
、
魚
津
市
女
性

消
防
団
員
の

入
図
式
が
消
防

署
で
行
わ
れ
、
第

l
期
生
の

7
人
が
辞
令
交
付
を
受
け
ま

し
た
。
女
性
消
防
団
員
の

入

団
は
魚
津
市
で
は
初
め

て
の

こ
と
で
、
代
表
の
梅
原
さ
ん

が
「
女
性
の
優
し
さ
を
も
っ

て

安
全
で
安
心
し
て
住
め
る
街

魚
津
を
支
え
ま
す
。
」
と
決
意

を
述
べ

ま
し
た
。
今
後
は
救

急
法
な
ど
の
研
修
を
重
ね
、

応
急
手
当
の
普
及
や
火
災
予

防
の
啓
も
う
活
動
に
取
り
組

む
予
定
で
す
。

5
月
u

j
日
日
、
生
涯
学

習
発
表
大
会
が
新
川
文
化
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、
作
品
展
示
、

お
茶
席
、
実
技
発
表
な
ど
生

徒
の
み
な
さ
ん
が
日
頃
の
成

果
を
披
露
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
ス
テ
ー
ジ
で
「行

わ
れ
た
健
康
リ
ズ
ム
体
操
で

は
、
「
み
な
さ
ん
も

一
緒
に
!
」

と
客
席
の
み
な
さ
ん
も
立
ち

あ
が
り
、
両
手
を
上
に
挙
げ

て
踊
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
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お知らせください。 H23-1015
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'丸、e‘"、・℃、"""、、"'"-ι3ち一富山方面に現れた霊気楼

通常の風景

元
気
い

っ
ぱ
い
に
ダ
ッ
シ
ュ
!

第
初
回
魚
津
市
小
学
校
体
育
大
会
開
催

5
月
初
日
、
魚
津
市
小
学
校
体
育
大
会
が

桃
山
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
、
市

内
日
校
の

5
・
6
年
生

8
3
2
人
が
参
加
し

土
A

ア
し
ゃ
九
。

こ
の
日
は
朝
か
ら
晴
れ
渡
る
絶
好
の
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ン
で
、

1
0
0
メ
ー
ト
ル
走
や
障

害
走
、
走
り
幅
跳
び
な
ど
多
く
の
競
技
が
繰

り
広
げ
ら
れ
、
子
ど
も
た
ち
は
日
頃
の
練
習

の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
真
剣
な
表
情
で
競

技
に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。

ス
タ
ン
ド
で
は
応
援
に
駆
け
つ
け
た
み
な

さ
ん
が

「
が
ん
ば
れ
j

!
」
と
大
き
な
声
で

声
援
を
送
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

や
っ
ぱ
り
『
屡
気
楼
の
見
え
る
街
』

5
月
幻
目
、
ミ
ラ
ー
ジ
ュ

ラ
ン
ド
内
の
プ
ー
ル
の
一
部

を
利
用
し
た
釣
り
堀
が
オ
ー

プ
ン
し
、
親
子
連
れ
な
ど
が

ニ
ジ
マ
ス
釣
り
を
楽
し
み
ま

ー
レ
ゃ
ん
。
こ
の
釣
り
堀
は
プ

l
ル
休

業
期
の
活
用
の
一
環
と
し
て

実
験
的
に
行
う
も
の
で
、

6

月

5
日
ま
で
の
土
曜

・
日
曜

に
開
催
し
て
い
ま
す
。
好
評

で
あ
れ
ば
秋
に
範
囲
を
拡
大

し
て
本
格
的
に
始
め
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

今
年
最
大
級
の
霊
気
楼
を
観
測

5
月
初
日
、
今
シ
ー
ズ
ン
最
も
鮮
明
な
屡
気
楼
が
観
測
さ
れ
、
富
山
、

黒
部
の
両
方
向
で
見
ら
れ
た
こ
と
や
、
出
現
時
間
も
長
か
っ
た
こ
と
な

ど
か
ら
、
昨
年
5
月
お
日
以
来
の
最
高
A
ラ
ン
ク
と
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
午
後
2
時
頃
か
ら
富
山
方
面
の
風
景
が
変
化
し
始
め
、
午

後
4
時
に
は
景
色
が
バ
ー
コ
ー
ド
状
に
伸
び
上
が
っ
た
り
反
転
し
た
り

と
肉
眼
で
も
は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
屡
気
楼
と
な
り
、

午
後
7
時
頃
ま
で
幻
想
的
な
光
景
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
比
べ
て
出
現
回
数
が
少
な
く
、
出
現
し
て
も
見
え
に

く
い
も
の
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら

「
は
っ
き
り
見
え
る
屡
気
楼
」
の
出

現
が
待
ち
望
ま
れ
て
い
た
だ
け
に
、
撮
影
を
し
て
い
た
カ
メ
ラ
マ
ン
の

み
な
さ
ん
か
ら
は

「
よ
う
や
く
良
い
屡
気
楼
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
よ
。」

と
ほ
っ
と
し
た
よ
う
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

ま
ち
@
山
田
察
官
甲

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

2
チ
ャ
ン
ネ
ル

で
は
墨
気
楼
映
像
を
生
中
継
し
て
い
ま

す
。

(
6
月
日
日
ま
で
の
試
験
放
送
〉

ま
た
、

J

R
魚
津
駅
に
は
印
イ
ン
チ
の

プ
ラ
ズ
マ
テ
レ
ビ
に
ラ
イ
ブ
映
像
が
流

れ
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

市
で
は
試
験
放
送
終
了
後
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
映
像
配
信
を
始
め
よ
う

と
準
備
中
で
す
。
来
シ
ー
ズ
ン
に
は
ご

自
宅
で
屡
気
楼
を
見
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。



曜日の記載のないものは、

平日に実施しています。

E昔話iE闘.. 証言E翫A;;閥

9時~17時

E~Æ韮戸時 (予約制)

第4火曜日 13時'"'-'16時

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
!

EZ翠置冨~四贋彊m理寝言関

第 1・3木曜日 13時'"'-'16時

以上の相談については

市民相談室(市役所 1階)

823-1003 

E~~ヨm~翌週 第 2 金曜日 13時"-'16時

会場 サンプラザ3階

'問合せ先

富山地方法務局 ii22-0461

腕藷i::閥 9時'"'-'16時

市教育センタ-ii23-1717 

市社会福祉課 ii23-1006

臨時i::閥 8時30分'"'-'17時15分

市商工観光課 ii23-1025

陸軍制活関i;閥 9時'"'-'17時

高年齢者職業相談室

(市役所 1階)fi23-1091

吾毒主9].:説A;語5I 8時半"-'17時
障害者交流センタ-

fi23-5260 似23-5261

I 9時'"'-'17時
パー ト雇用センター

(サンプラザ内)fi22 -8152 

EE言語i=閥 毎月第2水曜日

13時'"'-'16時30分

会場 魚津地域住宅相談所

(中央通りイヘントホール)ii22-5078

E陸詞;::閥 9時'"'-'17時
健康センタ- fi24-3999 

9時'"'-'17時

fi24-0415 

常時(24時間)

在宅介護支援センタ-

(西部)fi24-8484

(東部)fi22-7808

m!9l~=閥 9 時'"'-'16時

新川厚生センタ-魚津支所

824-0359 

監事~主主査~=巨調 9時'"'-'17時

交通センタ-ii22-1747

圏
内
で
変
異
型
ク
ロ
イ
ツ
フ
ェ
ル
ト
・
ヤ
コ
ブ
病
の
発
生
が
確
認
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
渡
航
者
な
ど
へ
の
採
血
時
の
問
診
が
強
化
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
、
血
液
不
足
の
お
そ
れ
が
で
て
き
ま
し
た
。
み
な
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
※
左
記
会
場
で
献
血
を
行
っ
て
い
ま
す
。

女
富
山
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

周

岡
凹

月

・
木
曜
日
(
祝
日
除
く
)

富
山
市
飯
野
加
の

1

8
0
7
6
・
4
5
1
・
5
5
5
5

大
マ
リ
エ
献
血
ル

l
ム

岡

剛

凹

毎
日
(
マ
リ
エ
休
館
日
を
除
く
)

マ
リ
エ
と
や
ま
6
階

8
0
7
6
・
4
4
5
・
4
5
0
0

「
不
法
投
棄
を
見
つ
け
た
ら
・
.. 

「
不
法
投
棄
1
1
0
番
」
の
開
設
に
つ
い
て

富
山
県
で
は
産
業
廃
棄
物
の
不
適
正
処
理
や
不
法
投
棄
に
関
す
る
通

報
窓
口
と
し
て
こ
の
度
「
不
法
投
棄
1
1
0
番
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

近
年
、
悪
質
、
巧
妙
化
す
る
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
防
止
に
む
け
て
、

市
民
l
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

W
A川
7

V
「
不
法
投
棄
1
1
0
番
」
連
絡
先

富
山
県
生
活
環
境
部
環
境
政
策
課
廃
棄
物
対
策
班

8
0
7
6
・
4
4
4
・
4
0
5
5

E~=尋扇1見主主i=閥

E 

国

EE覇軍言問

「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
」
の
実
施
状
況

こ
の
制
度
は
、
水
源
を
養
っ
た
り
、
洪
水
の
発
生
を
防
止
す
る
な
ど

中
山
間
地
域
の
農
地
が
持
つ
多
く
の
役
割
を
守
る
た
め
、
そ
の
農
地
を

管
理
す
る
人
た
ち
の
活
動
を
支
援
す
る
制
度
で
す
。

農
業
生
産
活
動
を
す
る
た
め
の
一
定
の
約
束
ご
と
(
集
落
協
定
)
に
基

づ
き
、
活
動
を
行
う
集
落
に
対
し
、
国

・
県
の
協
力
の
も
と
市
が
交
付

金
を
交
付
し
、
集
落
の
活
性
化
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
平
成
同
年
度
は

次
の
と
お
り
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

V
問
合
せ
先

農
業
水
産
課
(
市
役
所
3
階
)

岱
幻

・
1
0
3
2

集落名 対象面積(a) 交付額(円)

鹿 1胃L、a‘、レEペ、 2，258 345万4千
鉢 1.106 226万5千
小宮沼 1，104 225万1干
j也 l一Eコl 750 123万3干

松倉 北 山 437 71万3干
坪 野 3，064 556万2千
干早 E邑Eヨ 1.634 318万1干
主，....._， 田 1.414 288万7千|
金山谷 3，4 78 467万5千
島 尻 1.404 137万
前東城 1，497 128万5干

片貝
奥東城 1.867 171万4干
平沢 363 52万5干
大宮沼 963 200万5千
東 蔵 1，124 99万8干

上中島
下 1春 1，198 251万7干
升 方 1，196 251万3千

上野方
お毎朝3 883 185万5干

大海寺新 1.149 228万2千

西布施
日尾 267 56万
大沢黒沢 2.040 426万1千
29.205 4，811万6千

E
F臨
E
E
E

j
刈
り
取
っ
た
草
は
川
ヘ
流
さ
な
い
で
j

農
作
業
等
で
刈
り
取
ら
れ
た
雑
草
が
河
川
に
流
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
河
川
は
汚
れ
、
海
に
流
れ
着
い
た
雑
草
が
網
に
か
か
る
被
害
も

出
て
い
ま
す
。
刈
り
取
っ
た
草
は
環
境
保
全
の
た
め
に
も
河
川
に
流
さ

ず
適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

民階j)，Il.c-~謹c:=閥

子育て支援センタ-

Eff:tma施主主i::閥釣
り

(
毛
針
釣
り

・
友
釣
り
)

6
月
日
日
出
午
前
5
時

・
遊
漁
許
可
の
手
続
き

釣
り
の
遊
漁
許
可
は
市
内
の

釣
具
屈
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

)
投
網
・
テ
ン
力
ラ
網

6
月
幻
日
附
正
午

・
網
漁
の
手
続
受
付
期
間

6
月
凶
日
出
か
ら
お
日
附

午
前
9
時
叩
分
か
ら

午
後
5
時
叩
分
ま
で

v

手
続
場
所
・
問
合
せ
先

呉
東
内
水
面
漁
業
協
同
組
合

事
務
所

8
0
9
0
・

A4A
円

h
u
n
x
U
寸
l
よ

・

門
F
I
-
-円
υ
4
1
i
nノ
臼



6
月
1
日
附
か
ら

7
日
制
は
水
道
週
間

大
水
道
蛇
口
の
無
料
点
検
を
行
い
ま
す

魚
津
市
管
工
事
業
協
同
組
合
青
年
部
で
は
、
市
内

の
高
齢
者

一
人
世
帯
宅
の
水
道
蛇
口
の
無
料
点
検
を

行
い
ま
す
。
水
漏
れ
等
不
都
合
を
感
じ
て
い
る
方
は
、

6
月

9
日
同
ま
で
に
左
記
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

点
検
実
施
日

6
月
日
日
出

※
申
込
み
を
さ
れ
た
方
は
必
ず
自
宅
に
居
て
く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
管
工
事
業
協
同
組
合

8
n
・
6
1
6
0

水
道
管
を
洗
浄
し
ま
す

寅
市
内
全
域
で
、
上
水
道
管
の
内
部
を
清
掃
し
ま
す

期
間

6
月

μ
日
制

1
7
月

1
日

倒

午

後

9
時
初
分
{
)
午
前

3
時

一
部
の
地
域
で
は
、
水
圧
が
低
下
し
た
り
赤
い
水
(
鉄
分
)
が
出
た

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

一
時
的
な
も
の
で
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

水
道
局

岱
幻

・
1
0
1
3

6月30日までに納めてください

下水道受益者負(分)担金

今年度から新たに納付される方は、納付

内容を十分ご確認され、納付してください。

また、納め忘れのない口座振替制度のご

利用と早期の下水道接続をお願いします。

炉問合せ先下水道課業務係

(市役所第二分庁舎)H23-1038 

(第 1期)

(第 1期)

市県民税

ご寄付ありがとうございました|

(敬称略)

8，400円

50，000円

3，000円

50，000円

20，000円

144円

辰
業
委
員
会
委
員
選
挙

の
お
知
ら
せ

魚
津
市
農
業
委
員
会
委
員
選

挙
の
執
行
予
定
は
、
次
の
通
り

で
す
。
告
示
日

7
月

3
日
同

投
票
日

7
月
印
日
制

・
立
候
補
予
定
者
説
明
会

日
時

6
月
げ
日
倒

午
後

1
時
叩
分
か
ら

会
場市
役
所
2
階
第

1
会
議
室

V
問
合
せ
先

魚
津
市
選
挙
管
理
委
員
会

(
市
役
所
2
階
総
務
課
内
)

岱
幻

・
1
0
1
9

150，000円

100，000円

50，000円

100，000円

44，500円

100，000円

惨善意銀行ヘ

上口保育園職員一同

(故)金盛 竹男 石垣新

三井自動車(株) 天神野新

蔦井 隆雄 石垣新

匿名

匿名

惨社会福祉基金ヘ

(故)柿遣すみ

(抜)友岡清

(故)川岸久道

(依)中島ふさ

(株)アンテロープ

(故)加藤ふみ子

友道

上村木

北鬼江

三ケ

道坂

中央通り

!市営住宅入居者募集lR
9
 

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
ヘ

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は
「
現
況

届
」
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
届
は
、

!

毎
年

6
月

1
日
に
お
け
る
状
況
を
お
知
ら
せ
い
た
だ
き
、
児
童
手
当
を

受
給
で
き
る
条
件
に
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

こ
の
届
の
提
出
が
な
い
と
、
資
格
が
あ
っ
て
も
手
当
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
「
現
況
届
」
の
用
紙
は

6
月
中
旬
に
、
一
支
給
者
の
方
に
郵
送
し
ま
す
o

v問
合
せ
先

社
会
福
祉
課
こ
ど
も
家
庭
係

岱
幻

・
1
0
0
6

外
国
人
向
け
の
日
本
語
教
室
開
催

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
、
外
国
人
対
象
の
日
本
語
教
室
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
週
に

1
回
、

レ
ベ
ル
に
合
わ
せ
て
日
常
会
話
を
教
え
て
い
ま

す
(
初
級
の
み
)
。
日
常
生
活
に
不
便
を
感
じ
て
い
る
外
国
人
の
方
(
ご
家

族
の
方
、
雇
用
し
て
い
る
会
社
の
方
)
は
、
お
気
軽
に
ど
う
ぞ
。

V
問
合
せ
先

市
民
課
国
際
・男
女
参
画
・ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
(
市
役
所
1
階
)

-市営住宅青島団地2戸(3階3DK・4階3DK)

申込み期間 6/1 (:水:)"-/ 28日(火)

入居条件や選考方法など詳しいことは

下記までお問合せください。

※なお、天王・上野方の特定公共賃貸住宅

の入居者も募集しています。

炉問合せ先

都市計画課建築住宅係(市役所3階)H23-1031 

:不用品交換l
※掲載期間は申込み日から 3か月間です。

もとめます・車イス・運動用工アロバイク

・小型耕運機 ・キーボード(電子ピアノ)

・介護用ベッド

ゆずります・ベビーベッド

炉申込み・問合せ先

市民課市民係(市役所1階)H23-1003 宮
幻

・
1
0
1
7

直ヨ長岩民:.~~割前巴盛L~)1ì.

.情報公開請求件数・・・ 4件

・開示件数・・・ 4件(全部開示3件・部分開示1件)
.非開示件数・・・ O件



L 
仁コ

匡司主車ヨξ

魚
津
神
社
祭
礼
に
と
も
な
う
交
通
規
制
等
に
つ
い
て

規
制
日
時

6
月

4
日
凶
午
後
2
時
か
ら
7
日

ω午
前
日
時
ま
で
の
間

※
現
地
で
は
警
察
官
や
指
導
員
の
指
示
に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

て司

北陸.カ

コ」署

I I 
凡例

車両通行禁止

一方通行

大型通行禁止

西都司

図
-
関

毎
年
、
祭
礼
の
翌
日
に
は
西
部
中
学
校
の
生
徒
や
近
辺
の
小
学

が
ゴ
ミ
清
掃
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
環
境
美
化
の
た
め
に
も
ゴ
ミ
は

備
え
付
け
の
ご
み
箱
に
捨
て
る
か
、
各
自
で
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

。6月
6
日
側
、
交
通
規
制
区
域
内
の
も
や
せ
る
ご
み

お
よ
び
資
源
物
の
収
集
を
中
止
し
ま
す
。

V
問
合
せ
先

環
境
安
全
課
生
活
安
全
係
(
市
役
所
1
階
)
岱
幻

・
1
0
0
4

0
期
間
中
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
パ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
ル
!
ト

お
よ
び
バ
ス
停
の

一
部
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

V
問
合
せ
先

商
工
観
光
課
観
光
交
通
係
(
市
役
所
3
階
)
岱
お

・
1
0
2
5

こ
の
時
期
、
樹
木
の
害
虫
被

害
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
害

虫
の
多
く
が

「
ア
メ

リ
カ
シ
ロ
ヒ

ト
リ
」
と
い
う
蛾
の
幼
虫
(
毛
虫
)

で
、
多
く
の
樹
木
で
被
害
が
見

ら
れ
ま
す
。

歪黒部→←歪滑川

基
本
的
な
防
除
方
法

①
幼
虫
が
巣
網
の
中
に
い
る

6

月
頃
と

9
月
頃
に
枝
ご
と
摘
-

み
取
り
処
分
す
る
(
踏
み
潰
す
、
一

燃
や
す
な
ど
)

一

②
幼
虫
発
生
初
期
に
噴
霧
器
な

一

ど
に
よ
り
薬
剤
(
デ
ィ
プ
テ

レ
ッ
ク
ス

1
5
0
0
倍
液
等
)

を
散
布
す
る

一

巣
網
か
ら
分
散
す
る
前
に
実
一

施
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
す
。

一

噴
霧
器
を
利
用
す
る
場
合
は
、
一

風
の
影
響
も
考
え
て
、
ご
近
所

一

の
方
に
迷
惑
の
か
か
ら
な
い
よ

-

う
風
の
な
い
日
に
、

一
声
か
け

一て
か
ら
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

一

一V
問
合
せ
先

一

一

環
境
安
全
課
環
境
係

一

一

(市
役
所
1
階
)
岱
お

・
1
0
4
8
一

平
成
行
年
地
価
公
示

~~ 

地
価
公
示
は
毎
年
国
土
交
通
省
が
地
域
の
代
表
的
、
標
準
的
な
使

わ
れ
方
を
し
て
い
る
土
地
を
選
ん
で
、
適
正
な
地
価
水
準
を
公
表
す
る

も
の
で
す
。
公
表
さ
れ
た
土
地
は
、
土
地
取
り
引
き
す
る
際
の
目
安
に

な
り
ま
す
。

閲
覧
用
図
書
は
、
市
役
所

3
階
の
建
設
課
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。
平

成
口
年
の
市
内
の
な
地
点
の
地
価
公
示
は
次
の
と
お
り
で
す
。

表示地の地番と 価 格
住居表示 〔変動率〕

大光寺 41，800円11m2

字右割2131番5外 (-7.1%) 

吉畠2丁目 808香 54.7∞円11m2

(吉島2丁目8番20号) ( -7.3%) 

本町1丁目 82番1外 42，100円11m2

(本町1丁目4香38号) ( -8.1%) 

新宿 121番15 78，600円1m2

(新宿7番11号) (-12.7%) 

末広町327番 70，000円1m2

(末広町3香19号) ( -13.0%) 

上記5地点の平均変動率I(-9.6%) 

惨地価公示の問合せ先

建設課用地開発係

(市役所3階)1i23-1089 

魚
津
地
域
精
神
保
健
福
祉
推
進
協
議
会
の
研
修
会

精
神
障
害
者
が
住
み
な
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

積
極
的
に
障
害
者
の
自
立
を
支
援
す
る
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る
、
富

山
市
の
社
会
福
祉
法
人

「
フ
レ
ン
ド
リ

l
会
」
の
金
子
か

つ
よ
統
括
施

設
長
の
講
演
と
、
当
事
者
の
体
験
発
表
を
行
い
ま
す
。
障
害
者
の
自
立

に
向
け
て
、
私
た
ち
が
地
域
で
で
き
る
こ
と
を
、
み
ん
な
で
、
と
も
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

※
参
加
無
料
ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時

6
月
お
日
附

午
後

2
時
加
分
(
)
午
後
4
時

会
場

新
川
文
化
ホ

l
ル
(
小
ホ

l
ル
)

申
込
み
締
切
日

6
月
げ
日
倒

V
問
合
せ
・
申
込
み
先

新
川
厚
生
セ
ン
タ
ー
魚
油

支
所

8
M
・
0
3
5
9



凪且盈孟函~函孟旭硝出国語

学
び
の
森
合
唱
団
の
団
員
を
募
集
し
ま
す
!

「学
び
の
森
音
楽
祭

2
0
0
5
」
を

8
月
幻
日
か
ら
初
日
ま
で
開
催
し

ま
す
。
音
楽
講
習
会
や
ジ
ャ
ズ
バ
ン
ド
、
金
管
バ
ン
ド
コ
ン
サ
ー
ト
な

ど
、
楽
し
い
企
画
で
音
楽
の
夏
を
演
出
し
ま
す
。

こ
の
コ
ン
サ

ー
ト
に

「
学
び
の
森
合
唱
団
」
と
し
て
地
元
か
ら
出
演

す
る
方
を
募
集
し
ま
す
。
合
唱
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
(
※
練
習
に
参
加
す
る
こ
と
が
応
募
条
件
と
な
り
ま
す
)

練
習
期
間

6
月
初
日
同
(

)

8

月
初
日
例

※
叩
回
程
度
開
催
予
定

応
募
期
限

6
月
日
日
倒

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

学
び
の
森
音
楽
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

(
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
)

包
幻

・
1
0
4
5

E宰宮司直窟冨置盟冨盟理軍震習環
6/19 (日)10:00"-'申込み締切 6/17(金)

.tピアノルオカリナルサックス

.tトランペットJぅマリンパ

初めてパソコンを触る方を対象に、電源を

入れるところからワード・メールなど、ゆっ

くりと進んでいきます。

日時 6/21 (刈"-'8/9(火)までの毎週火曜日

1 0:00，，-， 11 :30 (全8回)

定員 20名(定員になり次第締切り)

受講料 1回300円(資料代込み)

日時

楽器

画沼恒Z面届置姐2

EIa直姐謹言語ヨE彊

松を中心に庭木の基本的な整枝算定を実習

開催日時 6/26 (日)・7/3(日)(全2回)

9:00，，-， 12:00 

申込み締切 6/24幽

定員 20名(定員になり次第締切)

受講料 1，000円 ※勢定ばさみをご持参ください

炉問合せ・申込み先・会場

新川学びの森天神山交流館(木曜休館)

H31-7001 FAX31-7009 

c ) 
金
メ
ダ
ル

6
月
5
日
制
か
ら
刊
日
出
は
危
険
物
安
全
週
間
で
す

危
険
物
の
保
安
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
及
び
啓
発

を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
事
業
所
に
お
け
る
自
主

保
安
体
制
の
確
立
を
図
り
ま
す
。
消
防
本
部
で
は
期

間
中
に
危
険
物
施
-
設
へ
の
立
入
検
査
を
行
い
ま
す
。

防
火
管
理
者
資
格
取
得
講
習
会

講

習

日

7
月
日
日
附

・
日
日
倒

申
込
み
期
間

6
月
日
日
同
j
ω
日
附

会

場

魚
津
市
消
防
本
部

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
消
防
本
部
消
防
課
予
防
係

a
M
・
0
1
1
9

I~~Ir革むを劃同事~~帯主-E自

ril講習会
コース 日程

今日から始める文書作成 7/19(火}'""-'22(劃

一歩進んだ文書作成 7/25(月)'""-'28(木)

今日から始める表計算 8/ 1 (月)'""-'4(木)

一歩進んだ表計算 8/8(月}'""-'11(木)

文書と表の複合 8/22(月)'""-'25(柑

※ソフトはマイク口ソフト社のワード・工クセルを使用します

時間 9:30"-'15:00 受講料各3，000円

コース定員 20名 ※定員となり次第締切

受付期間 6/1 (水:)，，-，30 ，木)

申込み用紙は魚津地域職業訓練センタ一、商工観光課

(市役所3階)、魚津公共職業安定所にあります。センター

または商工観光課に提出してください。 FAX・郵送(セ

ンター宛)でも受付します。

5 

胞

酌

』

日
本
に
不
法
滞
在
し
、
不
法
就
労
す
る
外
国
A
ノは
、

風
俗
、
治
安
な
ど
色
々
な
分
野
に
お
い
て
様
々
な
問

題
を
引
き
起
こ
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
街
や

生
活
の
場
で
不
審
な
外
国
人
を
見
た
と
き
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

V
連
絡
先

魚
津
警
察
署

8
M
・
0
1
1
0

，~AfZ4I!~it~1 

テーブル、アクションクエリー、メイン・サ

ブフォーム、レポート、マクロ等の作成方法

を学びます。

対象 アクセス初級程度の実力のある方

日時 7/2 (土)・9(土)16仕) 9:30"-' 15:30 

定員 20名(申込み順) 受講料4，000円

申込み締切 6/24(金)・電話にて受付します。
魚津市障害者交流センターの駐車場

を舗装整備し、雨よけの屋根やスロー

プを新設しました。

※この事業は平成 16年度富山県まち

づくり特別対策事業補助金で整備し

たものです。

※詳細についてはセンタ-へ

惨申込み・問合せ先・会場
魚津地域職業訓練センター(川縁 121の1) 
H24-9579 FAX23-9151 
※センターのホームページlこ講座の年間計画を
掲載していますのでご利用ください。

~~ 



生
涯
学
習
教
室

生
徒
追
加
募
集

5
日
本
人
の
心
に
伝
わ
る
弦
の
響
き
5

マ
ン
ド
リ
ン
・
ギ
タ
l
教
室
開
催

7
月
か
ら
新
た
に
マ
ン
ド
リ

ン

・
ギ
タ

l
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
楽
器
は
教
室
で
準
備
い
た

し
ま
す
の
で
、
初
心
者
で
も
お

気
軽
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

開
催
日
毎
月
第

1
1
3
月
曜
日

午
後

7
時
か
ら

9
時

会

場

新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館

講
師

前

田

和

彦

先

生

申
込
み
受
付
期
間

6
月

3
日
倒

i
u
日

ω

午
前

9
時
j
午
後

5
時

(木

・
土

・
日
曜
日
は
除
く
)

※
申
込
み
が
印
名
に
満
た
な
い

場
合
は
中
止
に
な
り
ま
す
。

V
申
込
み

・
問
合
せ
先

魚
津
市
中
央
公
民
館

(新
川
学
び
の
森
天
神
山
交
流
館
内
)

岱
お
よ
び
蹴
出

・
7
0
5
0

女
あ
な
た
や
ご
家
族
、
地
域
の
健
康

♂
つ
く
り
に
関
心
が
あ
る
方
、

緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
?

程

左
表
の
と
お
り
。

※
都
合
に
よ
り
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

健
康
セ
ン
タ
ー

別
名
(
申
込
み
順
)

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

施
設
利
用
料
や
調
理
実
習
代

は
実
費

(1
0
0
0
円
程
度
)

日Q .A. 
bεー τEミ

員場

受
講
料

日

時

内

容

参
加
者
募
集

家
族
み
ん
な
で
健
康
生
活
!

.

.

.

.

.

.

.
 

』

1

日
副
U
宇
古
ヰ

d
p
l

園
田
園

幽

}

飢

B
-コ
王

岡田
川E
況

時

講
話
「
健
康
寿
命
を
延
ば
す
生
活
の
す
す
め
」

医

副

九

日

~

講
話
「
魚
津
市
の
健
康
J

つ
く
り
事
業
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
」

輔

副

附

∞

講
話
「
健
康
チ
ェ
ッ
ク
と
健
診
結
果
の
見
方
」

周

回

日
同
却
低

講
話
「
自
分
に
合
っ
た
食
事
量
を
知
ろ
う
」

胆
幽

ν
日

~

実
習
「
み
そ
汁
の
塩
分
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
み
よ
う
」

司

嗣

倒

∞

講
話
「
認
知
症
を
予
防
し
よ
う
」

周

回

m
u
却
低

実
技
脳
の
活
き
活
き
度
チ
ェ
ツ
ク

恒
脳

ν
日

~

講
話
「
広
が
っ
て
い
ま
す
!
い
き
い
き
サ
ロ
ン
」

圃
阻
.
倒

}

却

開

副

句

浪

内

運
動
の
効
用
と
運
動
実
践

開
院
幽

a
w
m
~

司
咽
圃

刷

園

初

調
理
実
習
「
血
液
サ
ラ
サ
ラ
メ
ニ
ュ

ー
」

聞

圃

お

∞

悦

座
談
会
又
白
か
ら
で
き
る
健
康
習
慣
」

開届

ν
ω
~
開
講
式

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

健
康
セ
ン
タ
ー

2
M

・
3
9
9
9

魚
津
歴
史
民
俗
博
物
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

~@ 

夏
休
み
考
古
学
教
室
の
ご
案
内

縄
文
土
器
&
土
偶
作
り
コ

l
ス

古
代
の
ふ
し
ぎ
な
人
形
土
偶
や

自
分
だ
け
の
縄
文
土
器
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
?

日
時

7
月

お

日

凶

午

前

9
時
;
ロ
時
(
形
づ
く
り
)

8
月

幻

日

凶

午

前

9
時

i
ロ
時
(
野
焼
き
)

会
場

吉
田
記
念
郷
土
館

申
込
み
締
切

7
月
日
日
倒

閣
問
問
問
凶

古
代
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
勾
玉
(
ま
が
た
ま
)
と
わ
く
わ
く
火
起
こ
し
に
挑
戦
!

日
時

8
月

幻

日

同

午

前

9
時
;
ロ
時

会
場

吉
田
記
念
郷
土
館
(
作
業
広
場
)

申
込
み
締
切

8
月
ロ
日
樹

貴
闘
岡
田
悶
悶
悶
闘
困

参
加
対
象

小
学
校

3
年
生
以
上

参
加
費

実
費
5
0
0
円
程
度

定
員

各
コ

l
ス
と
も
別
名
(
応
募
多
数
の
場
合
は
先
着
順
)

申
込
み
方
法

電
話
ま
た
は
、

F
A
X
で
、
氏
名

・
住
所

・
電
話
番
号

ど
の
コ

l
ス
を
ご
希
望
か
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
文
化
係
(
市
役
所
第

岱
幻

・
1
0
4
5
m
m
幻

・
1
0
5
2

分
庁
舎
)

国
際
交
流
員
マ

l
テ
ィ
ン
の
英
会
話
教
室



陣織箇入場2rL2301

立
山
カ
ル
デ
ラ
体
験
学
習
会

火
山
活
動
と
そ
の
後
の
侵
食

に
よ
り
つ
く
ら
れ
た

「
立
山
カ

ル
デ
ラ
」
。
荒
々
し
く
も
豊
か
な

自
然
と
人
々
の
歴
史
が
残
さ
れ

て
い
ま
す
。

期
日

7
月
か
ら
叩
月
の
毎
週

水
曜
日
(
実
施
さ
れ
な
い
週

も
あ
り
ま
す
。
)

応
募
方
法

市
役
所
市
民
課
窓
口
ま
た
は

建
設
課
に
あ
る
「
応
募
の
て

び
き
」
で
申
込
み
く
だ
さ
い
o

v問
合
せ
先

立
山
カ
ル
デ
ラ
砂
防
博
物
館

8
0
7

6
・
4

8
1

・
1
3
6
3

ErBQE量調Z制定新垣J:I;.z:IEi:lliJ彊圃

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
1
2
級
養
成
講
座
開
催

社
会
福
祉
法
A
ノ
新
川
老
人
福
祉
会
で
、

講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日

時

7
月
1
日
倒
1
8
月
末
日

-
7
月
は
午
後
6
時
か
ら

9
時

ミ
J
動

-
8
月
は
午
前
9
時
か
ら
午
後
6
時

CJ
当支

会

場

新
川
ヴ
ィ

l
-
フ

東

館

バ

岳
、

ハバ

受
講
料

5
万
6
8
0
0

円

〉

九
段
ポ

(テ
キ
ス
ト
代
を
含
む

)

f

j
j

f

奨
学
制
度

資
格
取
得
後
、

1
年
以
上
新
川
老
人
福
祉
会
へ
就
業
の
方

に
は
受
講
料
を
免
除
し
ま
す
。
(
テ
キ
ス
ト
代
6
8
0
0
円
は
実
費
負
担
)

定

員

お
名
(
事
前
面
接
の
後
に
受
講
決
定
)

申
込
み
締
切

6
月
日
日
附

V
問
合
せ
先

社
会
福
祉
法
人
新
川
老
人
福
祉
会

ふれあい学習会その①

「水族館再発見!-クラゲを観察しよう」

クラゲを虫眼鏡や顕微鏡で観察し、クラゲ

の生活や一生を学習します。

日時 6/5 (日)

①10:00'"'-' 12:00 ②13:00'"'-' 15:30 

会場水族館内クラゲ水槽前

ふれあい学習会その②

「水族館工作教室一魚のモビール作りJ

折り紙で、魚、をデザインしたモビール(風

で動く折り紙)を作ります。

日時 6/26 (日)

①10:00'"'-' 12:00 ②13:00'"'-' 15:30 

会場水族館内特設会場

※いずれの学習会も参加無料。ただし別途、

入館料が必要です。

8
M

・
8
8
2
2

E要事詔ヨヨヨE
神秘的で多彩な霊気楼の写真が大集合。

期間 5/1 (日)'"'-'6/30(木)

会場埋没林博物館展示通路(要入館料)

う
お
づ
総
体
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
お
知
ら
せ

6
月
開
催
教
室
の
お
知
ら
せ
(
※
い
ず
れ
の
教
室
も
受
講
料
は
無
料
)

日
時

6
月
2
日
附
j
初
日
附
の
毎
週
木
曜
日
(
全

5
回
)

午
後
1
時
1
2
時

魚
津
市
総
合
体
育
館

会
場

定
員

日
時

10 
名

6
月
2
日
附

i
m
日
附
の
毎
週
木
曜
日
(
全

5
回
)

午
後
2
時
(

)
3

時

魚
津
市
総
合
体
育
館
内
室
内
温
水
プ

ー
ル

会
場

定
員

別
名

日
時

6
月
4
日
出

1
7
月
幻
日

ωの
土
曜
日
(
全

8
回
)

午
後

1
時
叩
分
1
2
時

ω分

会
場

魚
津
市
総
合
体
育
館

定
員

別
名

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
う
お
づ
総
体
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
く

だ
さ
い
。
(
年
会
費
が
必
要
で
す
)

V
申
込
み
・
問
合
せ
先

魚
津
市
総
合
体
育
館

~ 

声。ミ雪Fーム今交-

8
n
・1
2
6
3

平日・土曜 9:00'"'-'21 :00 

日曜・祝日 9:00'"'-' 17:00 

開館日でランニングコースの利用できない日

6/4 (土)・5(日)・17t金)・18(I)・ 19(日)
24 (金)・26(日) r::予~

※4仕)・17t鉛は 17:00以降利用可司ぬ才ネ
18 (却は 18:00以降利用可 /ん乃匂
24 (金)は9:00'"'-'13:00利用可 ず )主μ7

開館時間

~Ll 



V
問
合
せ
先

・
魚
津
市
健
康
セ
ン
タ
ー

宮

川什

・

3
9
9
9

.
健
康
セ
ン
タ
ー
内

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
の
び
の
び
」

8
M什
・

0
4
1
5

女高齢者や結核検診長期
未受診者の方の中に結
核を発病する方が増加
しています。
年に一度は結核検診を
受診しましょう。

肺がん検診は平成17年4月~平成18年3月に 70歳以上に
なられる方と 40・50・60歳になられる方は無料です。

大今年度から、上野方地区と天神地区に
おいては、結核 ・肺がん検診のみ行い
ます。基本健康診査は市内指定医療機
関で受診してください。
大結核予防法の改正によって今年度から
結核検診の対象年齢が 65歳以上へと
変更になりました。これにより、
40""'64歳までの方は肺がん検診のみの
実施となります。

実施日 受付時間 会場

7日(火)
9:30'"'"' 1 0:30 石垣公民館

13:15'"'"'14:30 上野方公民館

8日(7同 13:15'"'"'14:15 大海寺新公民館

15日附 9:30'"'"' 1 0:30 大海寺野公民館

28日(火)
9:30'"'"' 1 0:30 東山公民館

13:15'"'"'15:00 木下新公民館

時2
。卓造L 子どもはむし歯、大人

騒ま は歯周疾患市のた
J\~返弊ら め lこ、定期的に歯科医
名ミヱJV - に受診し、口の中をチエツ
め クしましょう|

hル[t]剛志 I

歯の衛生週間です I

結核 ・肺がん検診 ・基本健康診査
肝炎ウィルス検査
|困 健時受診票 … 問診料金川一診査料金日O円)
肺がん検診は平成17年4月~平成18年3月に 70歳以上になられる方と 40・50・60歳
になられる方は無料、基本健康診査は 70歳以上になられる方は無料です。

臨調舗面量盤面盛彊
時

場

テーマ

講 師

・ rタバコと呼吸器疾患」
黒部市民病院内科部長辻博先生

. r瑞患治療の最近の話題」
大崎クリニック院長大崎緑男先生

. r肺結核の動向J
新川厚生センター所長大江

6/5(日) 13:30'"'"' 

東京第一ホテル魚津

2階「鳳恩の間」
"肺疾患"をめぐる最新情報

日

会

基本健康診査は

医療機関でも受診できます

期間 6/15 (別'"'"'8/31(:水)

場所 市内指定医療機関

女肝炎ウィルス検診の対象は今年度、

40・45・50・55・60・65・70歳に

なる方や、過去に肝臓が悪いと言

われたことがある方、大きな手術

を受けたことがある方などです。

検診は基本健康診査にあわせて、

血液検査で実施します。希望者は

基本健康診査の際に申込みくださ

実施日 受付時間 会場

1日(水)
9:30'"'"' 11 :00 西布施公民館

13:15'"'"'14:30 蛇田公民館

8日(水) 9:30'"'"' 1 0:30 坪野小学校館

9:15'"'"'10:00 JA松倉支庖

10日(針 10:45'"'"' 11 :30 鹿熊公民館

13:30'"'"' 14:30 松倉公民館

15日(7]<)13:15'"'"'14:15 有山公民館

21日(火)
9:30'"'"' 11 :00 上中島公民館

13:15'"'"'14:30 出公民館

29日(水)
9:30'"'"' 1 0:30 東蔵案審センター

13:15'"'"'14:30 奥東城公民館

浩先生基本健康診査の受診票は6月上旬発送予定です。受診票が必要な方で、案内が届かない方、
また、不要なのに案内がきた方は、お手数ですが健康センターまで連絡ください

EE冨i醍彊がん検診
、受診申し込みハガキ、または電話で検診日の

EEヨ受診券、健康手帳、検診料金 )5日前までにお申し込みください。 会場 健康センタ-

※初めて参加される方は

事前にあ、申込みください。

内容 実施日時

機 能訓練 個別 7日(火)

14日(火)

21日(火) 9:30'"'"' 

28日(火) 11 :30 

集団: 9日(対

23日(木)

脳の活き活き
7日(火)

相談会 14日(火)
9:30'"'"' 

大物忘れなど 21日(火)
11 :30 

が気になる 28日(火)
方の相談会 (要予約)

間

実施日 £コミ』 場
内 合円相

3日住) 西布施公民館
料金 受付時間

胃がん
17日住) 下中島公民館

900円 8:30'"'"' 9:30 

8:30'"'"' 9:30 
24日幽 松倉公民館

大腸がん 700円 13:00'"'"' 14:00 

30日(木)加積公民館 子宮がん 800円 13:00"'-' 14:00 

7月8日幽 上野方公民館 乳がん 1，200円 13:00"'-' 14:00 

以下の方は上記がん検診の検診料金が無料です 0

.平成18年3月末までに 70歳以上になる方

・胃・大腸・乳がん検診は平成18年3月末までに40・50・60歳になる方

.子宮がん検診は平成18年3月末までに20・30・40・50・60歳になる方

※上記の各検診はすべて、生活保護世帯の方と65""'69歳の方で老人保健法医療
受給者証をお持ちの方を対象に減免制度がありますので、希望検診目前まで

に必ず健康センタ-へお問合せください。

~@ 

今月の「あなたにもできるかんたん!介護予防11
はお休みします。 I



予防接種者は予診票)5司母子手帳、
会場健康センター

盤国国組瞬きコず
E]=mJ 

さ6d6
4か月児健診

第 1子

;高 4 か月児 9日(木)
13:00'""13:15 

股関節脱臼検診 第 2子以降

13:15'""13:30 

1歳 6か月児健診 平成15年11月生まれの児 14日(火)13:00'""13:30 

3 歳児健診 平成13年12月生まれの児 22日(水)13:00'""13:30 

マタニティセミナー
妊婦とその家族 24日(金) 9:15'"'-'9:30 

Bコース(出産・育児編)

親子で楽しもう
10:15'""10:30 リズム体操教室 1歳6か月以上の

※先着 20組 未就園児とその家族
9日(木)※終了は

要事前申込み
11: 30の予定

のびのび広場 乳幼児とその家族 1日(水)

「あいあい広場」もご利用ください
3日住)

魚津愛育園に市内2か所目の子育て支援センター 8日(水)

「あいあいjがオープンしました。 10日住)
9:30'""11:00 

「あいあい」では、月~金曜日の 9:30"-'11 :00に未就 17日住)
園児と家族が集う場「あいあい広場」開催してい 22日(水)
ます。気軽に遊びに来てください。 24日(劉
(16附・24聞はお休み) 炉問合せ先 ii25 -0375 29日(水)

赤ちゃん広場 生後6か月までの制とその家族 15日(水) 9:30'""11:00 

B C G 生後2"-'6か月未満の児 21日(火)

一 種 j昆 dEbコ. 7日(火)
一一 生後6"'90か月未満の児 10日働
※12月まで毎月実施 13:00'""14:00 

13日(月)

日本脳炎予防接種 生後36"-'90か月未満の児
15日(水)
30日(木)

受付時間実施日対象者等
円相

合内

健

康

診

査

教
室

61 目の育児場!日~~;

たくみ

拓海くん井上ちゃん

れいな

玲月牧野

予
防
接
種くお知らせ>

主治医が個別接種が望ましいと判断したお子さまに

つきましては、三種混合と日本脳炎予防接種が市内

医療機関で接種可能になリました。

詳しくは、健康センターにお問合せください。

広

場

対 象:未就園児とその家族

受付時間:9:00~9:45 (参加自由)

※お問合せは各園ヘ

場

8日(制道下保育園・住吉保育園

14日(火)青島保育園

2日(木)片貝保育園

7日(火)大町幼稚園

A
Q
E
 

実施日

15自体)経田保育園・西布施保育園

。言
17日(金)野方保育園

21日(火)経田幼稚園

25日(土)松倉保育園

富
山
労
災
病
院
第
二
呼
吸
器
科
部
長

品

川

俊

治

医

師

せ
き

た
か
が
咳
と
あ
な
ど
る
な
か
れ
!

さ
て
、
今
月
は
咳
に
つ
い
て
の
お
話
し
で
す
。

い
ろ
い
ろ
な
病
気
が
咳
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
花
粉
症
や
、

蓄
膿
(
ち
く
の
う
)

に
伴
う
、
い
わ
ゆ
る
鼻
だ
れ
、
血
圧
の
お
薬
、

消
化
管

の
病
気
、
心
全
、
心
因
性
の
咳
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
呼

吸
器
系
の
病
気
と
し
て
は
、
気
管
支
端
息
、
慢
性
気
管
支
炎
、

咳
端
息
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
の
気
管
支
炎
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
難

し
い
検
査
や
入
院
が
必
要
と
思
わ
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

ほ
と
ん
ど
は
外
来
で
の
問
診
や
簡
単
な
検
査
で
診
断
が
つ
き
、

ω
%
以
上
の
人
は
、
外
来
で
対
応
可
能
で
す
。

と
に
か
く
、

診
断
が
重
要
で
病
態
に
応
じ
た
薬
剤
が
、
そ
の

人
の

一
番
の
咳
止
め
と
な
る
こ
と
を
ご
理
解
く
だ
さ
い
。
あ
る

人
に
と
っ
て
は
、

胃
薬
が
、
ま
た
別
の
人
に
と
っ
て
は
、

精
神

安
定
剤
や
ア
レ
ル
ギ
ー
の
お
薬
が
よ
り
良
い
咳
止
め
と
成
り
う

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
注
意
し
た
い
の
は
、
長
引
く
咳
の

方
の
中
に
、
肺
が
ん
や
結
核
、
間
質
性
肺
炎
と
い
っ
た
、
治
療

を
急
ぎ
た
い
病
気
も
含
ま
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
す
。

3
週

間
以
上
咳
が
続
く
場
合
に
は
是
非
、
呼
吸
器
内
科
の
門
を
た
た

い
て
く
だ
さ
い
。

脇

町

止

一ア

l
マ

脳
卒
中
と
痴
呆

講

師

副

院

長

木

谷

隆

一

先

生

日

時

6
月

日

日

附

午

後

6
時
叩
分
{
)
7

時
叩
分

午
後

6
時
よ
り
開
演
時
間
ま
で
看
護
師
等
に
よ
る
健
康
相
談
を

行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
※
参
加
無
料

V
問
合
せ
先
・
会
場

富
山
労
災
病
院

8
2
・
1
2
8
0

み
ん
な
@
保
健
富



y 
「話題の一冊 a 

E詰1:温室i1古E

火曜~金曜 9:00.-v21:00

土曜・日曜 9:00.-v17:00 

E冨
6j6(月)・13(月)・20(月)

23附・ 27(月)

烏
は
み
ず
か
ら
の

力
だ
け
で
は
飛
べ
な
い

田
口
ラ
ン
デ
ィ
ザ
者

E理施軍軍軍司E藷窺彊司

「おはなしを楽しむ会Jの
みな さんに絵本を読んで

もらいます。

6/4出・11(却・ 18出・25出

各10:30より開始

E :sm-~亙遇面.~... ~l 

毎月 2固定期開催

入場無料

• 6/12旧)14:00'" 
「遥かなるクルディスタン」

ベルリン国際映画祭 ・

イスタンブール国際映

画祭受賞作品

• 6/26 (日)14:00'" 
iJーハ"ディース.・ J-JVJ 
アカデ ミ-賞ノミネー

ト作品

い

つ
か

分

の

世

界

か

ら

外

へ
出

て
く
る
と
き
の
た
め

に
。

ひ
き
こ
も
り
少
年
に
著

者
は
十
通
の
手
紙
を
書
き
ま

し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を

抱
え
な
が
ら
生
き
る
テ
ィ
ー

ン
エ
イ
ジ
ャ

ー
と
そ
の
親
の

世
代
に
贈
る
一
冊
で
す
。

楽
し
く
え
ら
ん
で
こ
の
一
冊
j
新
刊
図
書
か
ら
の
ご
案
内
j

国
幽
ネ
ッ
ト
で
は
じ
め
る
雑
貨
屋
さ
ん

原
て
る
み

源
義
経
の
合
戦
と
戦
略菱
沼

一
憲

数

学

的

思

考

法

芳

沢

光

雄

決
定
版
!
全
国
水
族
館
ガ
イ
ド

中

村

元

動
物
た
ち
の
心
の
世
界

マ
リ
ア
ン

・
S
・
ド
l
キ
ン
ズ

パ

ニ
ッ
ク
障
害
?
と
思
っ
た
ら

酒

井

充

い
た
だ
き
ま
す
!

平
野
恵
理
子

お
A
升
ノ
ョ
、

開
園
開
固

い
つ
か
、
虹
の
向
こ
う
へ
伊

岡

瞬

上

陸

五

燦

瑛

第
三
の

容

疑

者

小

杉

健

治

神
話
の
里
殺
人
事
件
西
村
京
太
郎

黒

笑

小

説

東

野

圭
吾

原
宿
団
地
物
語
ヒ
キ
タ
ク
ニ
オ

小

判

商

人

平

岩

弓

枝

幸
福

を

売

る

男

藤

田

宜

永

い
つ
か
パ
ラ
ソ
ル
の
下
で
森

絵

都

斗

リ

刀

口

t
y
R
1
n
H
U
 

暁
の
旅
人

図
解
古
代
エ
ジ
プ
ト

ス
テ
ュ
ワ

l
ト
・

ロ
ス

松
井
秀
喜
メ
ジ
ャ
ー
物
語
広

岡

勲

ダ
ヤ
ン
と
ハ
ロ

!
ウ
ィ
ー
ン
の
戦
い

池
田
あ
き
子

ぼ
く
が
い
っ
ぱ
い
い
も
と
ょ
う
こ

図
書
室

の

ル

パ

ン

河

原

潤

子

ゴ
リ
ラ
の
り
ら
ち
ゃ
ん神
沢
利
子

め
が
ね
う
さ
ぎ
の

う
み
ぼ
う
ず
が
で
る
!

せ
な
け
い
こ

わ
す
れ
ん
ぼ
う
の
は
り
ね
ず
み

竹
下
文
子

山
び
き
の
か
え
る
の
お
く
り
も
の

仲
川
道
子

勢でて

開

館

時

間

午

前

9
時
半
か
ら
午
後

6
時

休

館

日

日

曜

・
祝
日

824-2402 

11日(土)11 :00 
屋台の焼きそば 参加費 50円
お祭り気分で楽しもう !

16日(対15:30 父の日のプレゼントづくり17日住封
18日(:1:) 14:00 モールでもこもこマスコットを作ろう

20日(月)14:00 
一輪車教室

乗れない子もきっと上手になるよ

大町こぱと823-5133 

4日仕)13:30 
みんなであそぼ! あそびの広場

おもしろ体験いっぱい !

15日
スポーツチャンパラに挑戦!

22日(水)15:30 
29日 二ユースポーツを楽しもう

1叩7市日 倒削15日301Y._o白帥の加閃 定蹟買 1慨門鵬門| 
18日目14:00手作りおつまみと力一ドをおくろう

本江つぱめ

ピ渉 823-1777 

11日
(土)14:00 

陶芸教室 材料費 :200円
25日 定員15名親子参加もOKです!

16日(木)15:30 父の日のプレゼントづくり 材料費 50円17日倒
18日(:1:) 14:00 お父さんの顔のクッキーを作ろう

24日住)15:30 
ワンダーラポがやってくる 定員:35名
不思議な実験や工作を楽しもう

経由ρお かもめひばり 六郎丸 823-0500

4日(:1:) 13:15 
新図書館ヘ行こう 定員 12名
新しくなった図書館ヘ行ってみよう

6日(月)15:00 
一輪車教室

先生が楽しく教えてくれるよ

16日(木)15:30 父の日のプレゼントづくり 定員 50名17日(金)
18日(:1:) 14:00 かわいいキーホルダーをプレゼン卜しよう



日のフぉコ 桔報カしシ夕、一
型|水道週間(r-..J7日) ....P13参照

休)

(劃

".1水族館ホタルイカ解説コーナーオープン
4 1(土)
一・魚津神社祭礼(r-..J7日)砂P14参照

魚津市医師会市民公開講座

「肺疾患をめぐる最新情報」

5 1(日)113:30r-..J 東京第一ホテル魚津 炉P18参照
かづみ野音楽祭2005ミュージックスペース inNIIKAWA 
14:00r-..J 新川文化ホール

6月市議ゐ定例&開会(r-..J20日)6 .(月)1VA~;~J~~;~:J=~ 
10:00r-..J 市役色町議場 ....P5参照

9 :(*)1 

10 l盟
11庖

ふれあい無料入浴デイ(70歳以上の方対象)
14:00r-..J17:00 下回温泉(本町)

魚津の朝市 7: 00 r-..J 海の駅霊気楼

かづみ野音楽祭2005かづみ野吹奏楽団演奏会

12 H日)
~ 14:00r-..J 新川文化ホール

'森のゆめ市民大学

第4期第2回講座講師:木村政雄
(時間未定)新川学びの森天神山交流館

141(火)
男女共同参画推進講座

15 ~水) 1 --地域で語ろう男女共同参画~

16出
17霞

19:30r-..J 大町公民館

18国 アユの解禁(制釣り・友釣り)"'P12参照

【、l学びの森感謝祭 惨折込みチラシ参照
191(日)1

山 10:00r-..J 新川学びの森天神山交流館

261(日)

魚津の朝市 7:00r-..J 海の駅霊気楼

魚津市市民将棋大会 10:00r-..J 大町公民館

会費一般2，000円学生 1，000円

炉問合せ先魚津棋友会 H22-0583

イッセー尾形のとまらない生活2005in富山

14: 00 r-..J /1 9:00r-..J (2回公演)新川文化ホール

今月のLPガス保安点検調査地域
経団地区(経団西町・経田中町)

西布施地区(蛇田・小川寺)

炉問合せ先 富山県 LPガス保安センター
新川地区支所 H24-5340 

ー 休日当番医(診療時間/午前9時~午後5時)
!百楽荘への I 

福祉パス運行予定 I

診療日 般医

末広町
6/5(日)平井整形外科医院

ti22-0888 

12 (日)深川病
陪東尾崎
|侃 ti31・6200

本町
19 (日)船崎内科小児科医院

ti22-3912 

26 (日)魚津病 院友 道
ti24-7671 

診療日 歯科医

滑川市
6/5 (日)やご歯科医院 fi076-475-6910

12 (日)江口おくがわ歯科医院江
822-2607 

金浦町
19 (日)奥川歯科医院

822-0090 

文化町
26 (日)稲場歯科医院岱22・0243

ー火の宮町 本江
7/3(日)沢口胃腸科クリーツク ti22・1748 7/3(日)米国歯科医院 ti23・0600

(黒部消防署向側 H54-0731)

診療科目/内科・小児科・外科 島

地区 運行日

鹿熊 6月 1日付く)

上中島 6月 2日(木)

天神 6月 7日決)
坪野 6月 8日(水)

下中島 6月 9日(木)

片貝 6月14日決)
西布施 6月16日制

上野方 6月21日(州

大百楽荘では福祉パスの運行

にあわせて、介護予防教室

を行っています。

ぜひご利用くださいo

'問合せ先
社会福祉課高齢福祉係

(市役所 1階)H23-1007 

。
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水
害
か
ら
、
市
民
を
、
守
る

沈
黙
の
守
護
者
(
予
木
林
《
》

も
う
し
ば
ら
く
す
る
と

「
梅
雨
」
の
時
期
が
や
っ
て

き
ま
す
。
梅
雨
に
入
る
と
降
水
量
が
増
え
、
山
岳
地
帯

に
残
っ
た
雪
も
ほ
と
ん
ど
融
け
、
川
に
流
れ
込
む
水
量

が
劇
的
に
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で
、
市

内
を
流
れ
る
片
貝
川
は
2
0
0
0
メ
ー
ト
ル
以
上
の
標

高
差
が
あ
り
な
が
ら
、
わ
ず
か
幻
キ

ロ
で
海
に
達
す
る

と
い
う
日
本
で
も
有
数
の
急
流
河
川
で
あ
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
?
も
し
、
片
貝
川
に
梅
雨
時
期
の

多
量
の
雨
や
雪
融
け
水
が
そ
の
ま
ま
全
て
流
れ
込
ん
で

し
ま
う
と
流
域
の
魚
津
市
は
あ
っ
と
い
う
ま
に
大
洪
水

で
水
浸
し
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

手二人

洞
杉
の
よ
う
な
巨
木
の
存
在
は
森
が
豊
か
で
あ
る
証
拠
。

で
は
、
な
ぜ
、
そ
う
い
っ
た
大
洪
水
は
め
っ
た

な
こ
と
で
は
起
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
?
実
は

そ
れ
は
上
流
域
の
豊
か
な
森
の
お
か
げ
な
の
で
す
。

森
は

「
緑
の
ダ
ム
」
と
表
現
さ
れ
る
ほ
ど
高
い
貯

水
能
力
を
も
っ
て
お
り
、
降
り
注
い
だ
水
は
、
森

の
土
壌
が
ス
ポ
ン
ジ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
、

水
を
じ
っ
く
り
と
吸
い
込
む
た
め
、
土
壌
表
面
を

一
気
に
流
れ
る
こ
と
が
な
い
た
め
に
洪
水
を
防
い

で
い
る
の
で
す
。
ま
た
、
森
の
樹
木
が
山
肌
に
深

く
根
を
張
る
こ
と
に
よ
っ
て
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
よ
う
な
構
造
と
な
り
、
土
砂
の
流
出
を
防
ぐ
と

い
う
役
割
を
も
担
っ
て
い
ま
す
。

森
は
、
水
に
よ
っ
て
育
ま
れ
て
い
る
と
同
時
に
、

洪
水
や
土
砂
崩
れ
と
い
っ
た
災
害
か
ら
我
々
の
生

活
を
守
っ
て
く
れ
る
、
沈
黙
の
守
護
者
「
サ
イ
レ

ン
ト
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
」
で
も
あ
る
の
で
す
。

δ桝δ悼δ~o持ミ~δ悼~~~~o与~~~とl~O与~ð杭c均~O均ミδ俳句ミlO均~~ミδ悼δ~~ð悼δ悼勾~~ð桝今~ða-弘~~ðヤミ今~~O与吋桝

一
戸
閣

-z-れ

t
z
w
T
F
 

V
カ
メ
ラ
を
持
つ
こ
と
も
文
章
を
書
く

こ
と
も
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
私
が
、
こ

う
や
っ
て
広
報
に
携
わ
り
始
め
、
気
が

つ
け
ば
早

2
か
月
。
県
内
ト
ッ
プ
レ
ベ

ル
の
先
輩
の
大
変
厳
し
い
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
、
勉
強
の
毎
日
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。

V
先
輩
か
ら
は
様
々
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
た
の
で
す
が
、
中

で
も
、
「
読
ん
で
い
る
方
が
、
ま
る
で
そ

こ
に
い
る
よ
う
に
思
え
る
も
の
を
作
る

と
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
」
と
い
う
言

葉
か
ら
は
、
自
分
が
作
り
た
い
と
言
う

気
持
ち
で
は
な
く
、
相
手
が
何
を
求
め

て
い
る
の
か
を
察
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
今
後
自
分

は
ど
の
よ
う
に
成
長
し
て
い
く
べ
き
な

の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
大
変
あ
り
が

た
く
感
じ
ま
し
た
。

V
先
輩
に
ど
こ
ま

で
近
づ
け
る
の
か
、
そ
れ
が
今
の
私
の

大
き
な
課
題
で
す
が
、
私
な
り
に
が
ん

ば
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

V
先

日
の
こ
と
な
の
で
す
が
、
桃
山
運
動
公

園
に
写
真
を
撮
り
に
行
っ
た
と
き
、
デ

ジ
カ
メ
に
記
録
メ

モ
リ
を
入
れ
て
お
く

の
を
忘
れ
、
先
方
に
大
変
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
。

こ
の
場
を
借
り
て
お

詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
(
む
)

-mO)軍司置
( +32) 

(-2) 

( +30) 

(+ 76) 

(平成 17年4月末現在)

男

世帯数 16，117世帯

22，619人

24，203人

46，822人

女

言十

※カッコ内は前月対比
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